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方法ばかり考えている、ということですか」

掴んだかな？でもここはもう少し丁寧に。

『発見に感動するのは構わないが、もう少し分

かりやすく言えないか？』

「昨日の方は、上流の設計チームの作業が遅れ

ない方法を模索しないで、遅れてくることは避

けられないものとしてテスト工数を短くする方

法を探しているのに対して、私の方は、この時

期に仕様変更や機能追加が発生するのを減らす

対応には手を付けないで、発生してきた変更に

対応する方法を探しているという点で共通して

いるということですか？」

『よ～し正解だ！』

「いや～、今まで考えもしませんでした」

『このようなケースは、私は“手を触れない領

域”という意味で“アンタッチャブル・ゾー

ン”と呼んできた』

なるほど、という顔をして、

「“アンタッチャブル・ゾーン”を残したまま

では、効果的な対応策は出てこないということ

ですね」

と反応してきたので軽く頷いて返した。

『あなたの場合、具体的にどこが“アンタッ

チャブル・ゾーン”かわかるかね？』

「私の場合の“アンタッチャブル・ゾーン”に

なっていたのは、まずは要求の仕様化ですね。

それから、う～ん、要件管理の考え方を関係者

に徹底させることですかね」

『要求の仕様化を狭い意味で使ったのかね、広

い意味で使ったのかね？』

「今回の要求に対して適切に仕様化するという

だけでは足りないということですか？」

『その通り。実際に、顧客から出てきた追加機

能は、今回最初から対応を予定していた追加機

能や変更内容と無関係かね？』

「いえ、今日のケースは事前に届いていた機能

変更に絡んでいます」

『どう、絡んでいるのかね？』

「今回、ある機能の変更が入っていたのです

が、そのことでオプションで接続する装置に対

して機能追加が必要になったものです」

『オプションで接続する装置があることに気付

かなかったということだね。だったら、今から

でも実施するしかないわけだが・・・』

「そうか。事前に届いていた変更要求を検討す

る中で、このことに気づけばよかったというこ

とですね。結果的に変更要件の“合意”ができ

ていなかったということにもなりそうですね」

『実際に気付くことは可能かね？』

「今思えば難しい話ではなかったですね」

『それがなぜ気づかなかったのか？』

「う～ん」とうなって、カップに残っている

コーヒーを乾しながら、２ヶ月程前の様子を思

い出している。

「余裕がなかったですかね。あの時

は事前に届いている変更依頼を展開

するのに一杯でしたね」

『おや、今ごろどうしたの？それに今日は浮か

ない顔をしているね』

「今、客先からの帰りなんです。今ごろ機能追

加の連絡があったので、客先に出向いて話を聞

いてきた帰りなんです」

『ベースライン設定後の仕様変更ですか。なか

なか無くならないようだね』

「そうなんです。これで４件目ですよ。また遅

れてしまう」

『たしかCMMに取り組んでいたよね』

「はい、一応レベル３ですが」と言いながら顔

をしかめている。

『だったら要件管理の対応はできているよね』

「形だけですね。だって今回の機能追加も最初

から実施することが決まっているんだもん」

『上の方で決めてしまっているので、依頼内容

を評価して実施するかどうかを判断するプロセ

スが機能しないということね』

「そうです。いきなり、私に変更内容を確認し

てこい、というわけですからね」

『評価プロセスが省かれているという話は珍し

くはないが、進行中のプロジェクト計画の中に

今回の機能追加は吸収できるかね？』

「それを判断するプロセスが省かれたわけです

から、吸収するしかありません。こういう変更

にはどう対応すればいいんですかね」

『ということで、この店に立ち寄ったというわ

けか』

「そういうことです」といって不満そうな顔を

しながらコーヒーを啜った

『昨日も、これとよく似たケースの相談があっ

たな』

「へぇ、どんな内容ですか？」

『昨日の人はテストチームの人

だったんだけどね、設計チームの

作業がずるずる遅れてしまってテスト期間が圧

迫されて困っている。そこでテスト工数を圧縮

する方法はないか探している、という話だっ

た』

という話をすると、カウンターの向こうで怪訝

な顔をしている。

「マスター、それってテストの話でしょう。私

の件のどこが似ているんですか？」

どうやら彼もこの共通点が見えないようだ。

カウンター越しに、じっと彼の顔をみながら

ゆっくりと言った。

『同じに見えないかね？』

いつもと違う雰囲気での言葉に、彼はただ者で

はないものを感じたようだ。カウンターの向こ

うで頭をフル回転させて共通点を探している。

若い人のこういう顔を見るときが楽しくなった

ということは、私も年をとったということか。

シンクに残されたカップを洗いながら、ここは

邪魔をせずにじっくり待つことにしよう。

しばらくして、

「わかった！」と声を上げた。

「問題の発生源に手を付けずに、症状への対応
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『どうして余裕が持てなかったのか？』と畳み

かけた。

「前のプロジェクトの終了が遅れてしまったこ

とで、気持ちに余裕が持てませんでした」

『前のプロジェクトが遅れた理由は？』と、さ

らに畳みかける。我ながら執拗だと思うが、こ

こは中途半端に止めるわけにはいかない。

「えっ、前のプロジェクトが遅れた理由です

か？」といって再び天井の角の方を向いた。

しばらくして、

「そ～かぁ、おんなじパターンだ！　あの時

も、テスト前になって関連する機能の変更が３

件追加されたんだ」

カウンターの中から彼に向かって微笑んだ。

「あの３件も、事前の変更内容から早く気づけ

ば、ベースライン設定前に変更の必要性がある

のではないかということで客先に確認できた。

そうすれば、テスト前での仕様変更は半分に

減ったし、最初の約束の期限内に収まった可能

性があります」

『そうすれば、今回も余裕をもって変更の影響

範囲について思い巡らせることができたかも』

「そうですね、オプション装置があることに気

づくことができたかも知れないんですね」

『そうすれば、今日はこの店に来なくても済ん

だ。ただし、どうすれば気がつくかということ

が問題だよ』

「はい。マスターがいつもおっしゃっている、

補助成果物などの気付くための仕掛けを持つこ

とが大事ということですね」

『それを実例から学習することだ』

「ところで、私の場合の“アンタッチャブル・

ゾーン”は要求仕様の部分ですから、私自身が

何らかの形で手が出せる範囲ですが、昨日来ら

れたというテスト関係の方の“アンタッチャブ

ル・ゾーン”は設計チームの領域になりまよ

ね。それって対応は難しのでは？」

『いいところに気がついたね。たしかに、組織

の状況によってはテストチームに所属する彼が

立ち入れないかも知れないね』

「その方はどういう答えを出されたのです

か？」

『このような時に大事なことは、自分たちでで

できることを放置して、相手に対して“こうし

て欲しい”という要求を並べないことだ』

「そうですよね。そんなことをしたらお互いに

擦りつけあいになりますよね。設計の中でも、

ソフトのチームとハードのチームで同じような

ことが起きてしまいます」

『そこまでわかっているのなら、あなたならど

うする？』

「そうですね。設計チームで行っているテスト

内容を見て、重複しないように考える方法もあ

りますが、その前に、設計チームでの作業内容

をモニターしたいですね」

『それでスムースに運ぶと思っているのかね』

「う～ん。その前に、自分たちの活動が設計

チームに役に立つ存在であることを見せないと

難しいかな」と言いながら、

「結局は私の場合も含めて普段の行動に基づく

信頼関係ですね」

『それがあることで周りの人の支援を得やすく

なるし、顧客に対して説得力にもなる』　◆

問題の発生そのものを抑える工夫をせずに、表面
化した問題の対応方法ばかり求めても、効果的な
対応策は出てこない。
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初
か
ら
「
即
戦
力
」
で
採
用
し
た
の
で
は

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
企
業
側
に
「
人
を
育
て
る
」
シ
ス
テ
ム

と
力
が
あ
れ
ば
、
一
人
や
二
人
他
社
に
引

き
抜
か
れ
て
も
「
後
」
に
続
く
人
材
を

持
っ
て
い
る
。
逆
に
そ
の
よ
う
な
企
業
で

あ
れ
ば
、
そ
こ
で
育
っ
た
人
は
簡
単
に
は

辞
め
な
い
。
一
般
に
、
戦
力
と
な
っ
て
活

躍
し
て
い
た
人
が
辞
め
る
理
由
の
中
に

は
、
自
分
一
人
に
負
荷
が
か
か
り
過
ぎ
て

い
る
（
過
剰
責
務
の
状
態
）
こ
と
が
多

い
。
そ
の
状
態
で
は
、
こ
れ
以
上
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
感
じ
た

の
で
あ
る
。

　
自
社
に
戦
力
を
育
て
る
力
が
あ
っ
て
、

「
後
」
に
続
く
人
材
を
多
く
持
っ
て
い
る

企
業
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
新
し
い
事
に
挑

戦
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
わ
く

わ
く
す
る
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
と

思
え
ば
、
失
敗
す
る
リ
ス
ク
を
負
っ
て
ま

で
辞
め
る
こ
と
は
し
な
い
。
だ
が
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
は
時
間
が
か
か
る
。
今

の
ト
ッ
プ
は
こ
れ
を
待
つ
余
裕
が
な
い
。

　
　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
日
本
の
企
業
は
八
〇
年
代
ま
で
、
社
内

教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
戦
後
の
復
興

の
中
で
、
中
学
や
高
校
を
卒
業
し
た
若
い

労
働
力
を
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
で
、
自

社
の
戦
力
に
作
り
上
げ
る
た
め
に
も
社
内

教
育
が
必
要
だ
っ
た
。

　
た
し
か
に
「
伝
承
」
に
依
存
し
た
り
し

て
そ
の
教
育
手
段
に
は
問
題
は
あ
っ
た

が
、
時
代
の
状
況
の
な
か
で
は
マ
ッ
チ
し

て
い
た
。
も
っ
と
も
、
労
働
力
の
補
充
が

高
卒
か
ら
大
卒
に
シ
フ
ト
し
た
と
き
も
、

こ
の
方
法
を
変
え
な
か
っ
た
。
当
時
の
経

団
連
の
ト
ッ
プ
が
、
「
真
っ
白
で
送
り
だ

し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
」
と
大
学
の
関
係
者

に
対
し
て
言
い
放
っ
た
こ
と
か
ら
判
断
す

　
最
近
は
、
新
卒
の
学
生
に

対
し
て
も
「
即
戦
力
」
を
求

め
て
い
る
よ
う
だ
。
従
来
、

「
即
戦
力
」
は
中
途
採
用
者

に
求
め
て
き
た
事
で
、
同
業

者
か
ら
の
転
職
を
受
け
入
れ

た
り
、
同
じ
職
種
の
人
を
採

用
し
た
り
す
る
の
は
、
ま
さ

に
「
即
戦
力
」
を
期
待
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
多
く
の
場
合
、
「
即
戦

力
」
を
期
待
し
て
採
用
し
た

は
ず
な
の
に
、
期
待
し
た
程

の
活
躍
を
見
せ
な
い
。
そ
う

な
る
と
、
ト
ッ
プ
は
も
っ
と

「
す
ぐ
に
結
果
を
出
す
即
戦

力
」
を
求
め
る
。
そ
こ
で
は
、
ど
う
し
て

「
即
戦
力
」
の
働
き
が
で
き
な
か
っ
た
の

か
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
一
般
に
は
、
一
人
や
二
人
の
「
即
戦

力
」
を
採
用
し
て
も
、
ま
と
も
に
は
活
躍

で
き
る
状
況
に
は
な
い
。
問
題
は
、
組
織

の
文
化
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
放

置
し
た
ま
ま
、
現
場
に
「
即
戦
力
」
を
入

れ
て
も
な
に
も
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
せ
っ
か
く
の
「
即
戦

力
」
も
一
年
も
す
れ
ば
周
囲
に
同
化
し
て

し
ま
う
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
新
し
い

「
場
」
を
求
め
て
飛
び
出
す
だ
ろ
う
。
企

業
の
ト
ッ
プ
は
、
自
社
の
足
下
を
見
れ
ば

「
即
戦
力
」
が
活
躍
で
き
る
状
況
に
な
い

こ
と
は
す
ぐ
に
見
え
る
の
に
、
少
な
く
と
も

「
見
る
気
に
な
っ
て
見
れ
ば
」
簡
単
に
見
え

る
の
に
、
そ
れ
を
、
見
よ
う
と
し
な
い
。

　
　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
と
こ
ろ
で
、
新
入
社
員
に
求
め
る
「
即
戦

力
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
？
　
新
入
社
員

が
す
ぐ
に
戦
力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
と
い
う
の
か
？

　
も
ち
ろ
ん
、
新
し
く
入
社
し
た
若
い
人
た

ち
を
励
ま
す
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
そ
の
場
合
で
も
「
即
戦
力
を
期
待

す
る
」
と
い
う
表
現
は
適
切
で
は
な
い
。

「
早
く
戦
力
と
な
っ
て
活
躍
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
の
な
ら
許
せ
る
の
だ
が
、
自
分
た
ち

は
「
即
戦
力
」
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
は
、

事
前
に
教
育
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
自
認
し

て
い
る
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
適
切
な
言
葉

が
選
ば
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
遭
遇
す
る
事

態
を
識
別
す
る
能
力
を
持
た
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
。
そ
れ
で
い
て
、
若
者
が
使
う
「
超

何
々
」
に
は
苦
言
を
呈
す
。

　
　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
「
即
戦
力
」
で
入
社
し
、
大
い
に
活
躍
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
仕
事
や
活
動
場
所
の
選
択

肢
が
手
に
入
る
。
も
し
、
そ
の
企
業
に
魅
力

を
感
じ
な
け
れ
ば
、
彼
は
躊
躇
無
く
辞
め
る

だ
ろ
う
。
自
前
で
人
を
育
て
る
力
が
な
い
状

況
で
は
、
途
中
で
辞
め
ら
れ
た
り
、
他
社
に

引
き
抜
か
れ
る
こ
と
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
と

な
る
。
そ
ん
な
企
業
の
ト
ッ
プ
に
限
っ
て
、

「
せ
っ
か
く
こ
こ
ま
で
育
て
た
の
に
」
と
か

「
恩
を
仇
で
返
さ
れ
た
」
と
い
う
。
彼
は
最

音音

　
自
分
は
何
か
？
　
自
分
の
存
在
に

は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
？

私
も
、
若
い
頃
は
こ
ん
な
理
屈
を
こ

ね
ま
わ
し
て
い
た
。

　
あ
れ
か
ら
齢
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
自
分

の
存
在
は
、
人
か
ら
の
「
反
射
」
で
知
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
（
も
し
か

す
る
と
、
こ
れ
し
か
知
る
方
法
は
無
い
の
か

も
し
れ
な
い
）

　
人
か
ら
返
っ
て
く
る
も
の
は
、
す
べ
て
自

分
が
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
慈
悲
を
発
す
れ

ば
慈
悲
が
返
っ
て
く
る
。
憎
悪
を
発
す
れ
ば

憎
悪
が
返
っ
て
く
る
。
利
を
発
す
れ
ば
利
が

返
っ
て
く
る
。
ま
さ
に
自
分
自
身
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
「
満
た
さ
れ
る
」
と
い
う
の

は
、
「
他
」
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
に
よ
っ
て

満
た
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
「
自
満
」
は
満
た
さ
れ
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
「
他
」
は
必
ず
し

も
「
人
」
と
は
限
ら
な
い
。
「
本
」
で
あ
っ

て
も
よ
い
。
こ
そ
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
、

れ
ば
、
考
え
方
を
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
っ
た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
九
〇
年
代
に
入
っ
て
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た

後
、
企
業
で
は
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
社
内

教
育
を
放
棄
す
る
と
こ
ろ
が
で
て
き
た
。
そ

し
て
最
近
で
は
大
学
な
ど
に
対
し
て
「
即
戦

力
」
と
し
て
使
え
る
よ
う
な
教
育
を
求
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
「
白
紙
」
を
求
め

た
の
に
。
も
っ
と
も
、
学
生
数
の
減
少
に
悩

ん
で
い
た
大
学
側
に
と
っ
て
は
「
助
け
船
」

に
見
え
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
大
学
の
名
称

だ
け
を
見
る
と
、
専
門
学
校
と
見
間
違
う
よ

う
な
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
問
題
は
教

育
の
中
身
で
あ
る
。
さ
き
ご
ろ
実
施
さ
れ
た

法
科
大
学
院
の
修
了
者
を
対
象
と
し
た
司
法

す
べ
て
「
自
分
」
が
発
し
た
も
の
の
反
射
で

あ
り
、
接
す
る
際
の
姿
勢
に
対
す
る
反
射
で

あ
る
。
そ
こ
に
自
分
の
存
在
を
確
か
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
自
分
の
存
在
は
、
自
ら
何
か

を
発
し
な
い
か
ぎ
り
見
え
な
い
。
そ
こ
か

ら
、
「
自
分
は
何
者
か
」
と
い
う
の
は
「
何

を
発
す
る
者
か
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

　
最
近
、
「
他
利
」
を
疎
ん
じ
て
「
自
利
」

を
優
先
す
る
人
が
多
く
な
っ
た
。
わ
ず
か
数

万
円
を
得
る
た
め
に
、
人
を
殺
め
て
し
ま
う

の
は
そ
の
極
み
で
あ
る
。
客
の
利
益
を
損
ね

て
で
も
、
自
社
の
利
益
を
上
げ
よ
う
と
す
る

金
融
会
社
も
目
に
付
く
。
上
場
に
値
し
な
い

よ
う
な
企
業
を
祭
り
上
げ
て
、
多
く
の
人
の

財
を
掠
め
取
る
こ
と
も
ま
か
り
通
っ
て
い

る
。
手
抜
き
工
事
で
利
益
を
上
げ
よ
う
と
す

る
企
業
も
多
い
。
支
払
う
べ
き
条
件
を
満
た

し
て
い
な
い
と
難
癖
を
つ
け
て
支
払
い
を
拒

否
す
る
保
険
会
社
も
同
じ
類
い
で
あ
る
。

　
ま
る
で
、
日
本
中
の
人
が
「
自
分
」
を
見

失
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

「
自
は
己
な
り
。
己
は
必
定
こ
れ
な
ん
じ
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
正
法
眼
蔵
」
よ
り
）

試
験
で
は
、
合
格
率
が
五
〇
％
未
満
の
状
態

で
あ
る
。
教
え
る
側
の
体
制
を
無
視
し
て
生

徒
を
集
め
す
ぎ
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
▼
　
　
　
▲

　
同
じ
よ
う
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
技
術
者

に
対
し
て
も
、
専
門
知
識
と
「
即
戦
力
」
の

技
術
を
身
に
付
け
た
人
を
送
り
だ
し
て
く
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
や
韓
国

で
は
、
同
様
の
教
育
機
関
の
存
在
が
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
産
業
の
底
上
げ
に
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
そ
こ
で
日
本
の
産
業
界
で
は
危

機
感
を
募
ら
せ
、
数
年
前
か
ら
文
化
省
や
大

学
関
係
者
に
設
立
を
要
望
し
て
い
る
が
、
い

ま
だ
に
実
現
し
な
い
。
原
因
は
お
お
よ
そ
想

像
が
つ
く
が
、
産
業
界
が
求
め
て
い
る
「
即

戦
力
」
の
意
味
も
曖
昧
な
の
で
あ
る
。
■

今月の一言

“即戦力 ”
から見える
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